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本

庄

柴

治

耳目

禽

議

商
士
階
組
白
窮
乏

第
三
十
回
審

O 

第

部

O 

武

士

階

級

の

窮

乏

武
士
階
級
研
究
の
必
要

徳
川
時
代
の
封
建
制
度
は
、
上
下
相
貨
の
主
従
閥
係
正
封
土
閥
係
Z
を
以
て
組
織
す
る
所
で
め
る
が
、
之
れ
を

経
済
上
よ
h
見
れ
ば
、
土
地
を
以

τ殆
ん
ど
唯
一
の
生
産
機
関
ご
し
、
農
民
を
以
て
殆
ん
Y
」
唯
一
の
生
産
階
絞
ご

し
、
そ
の
上
に
武
士
ピ
稀
す
る
特
植
階
放
が
支
へ
ら
れ
て
居
花
組
織
で
あ
る
。
然
る
に
徳
川
崎
代
の
中
期
に
後
に

於
て
は
、
従
来
唯
一
の
生
産
機
関
ご
し
て
考
へ
ら
れ
た
土
地
の
外
仁
、
新
に
商
工
業
が
超
b
、
貨
幣
が
普
及
し
、

都
市
が
畿
蓮
L
て
、
町
人
階
級
が
勃
興
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
帥
も
従
来
の
土
地
鶴
湾
に
到
す
る
貨
幣
経
済
の
後

生
、
商
業
資
本

ω出
現
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
蛍
時
窮
乏
に
陥
b
居
た
り
し
武
士
階
絞
は
、
遂
に
こ
の
新

典
の
生
産
力

ω前
に
屈
服
し
て
、
町
人

ω資
給
に
よ
っ

τ漸
〈
そ
の
生
活
を
維
持
し
得
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

か
〈
の
如
く
武
士
階
絞
が
自
己
の
支
配
得
る
土
地
の
生
産
力
の
み
に
て
は
そ
の
生
活
を
保
つ
能
は
守
し
て
、
白

己
の
支
配

L
得
F
る
経
済
カ
に
侍
っ
て
生
き
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
卸
も
封
建
制
度
の
よ
っ
て
立
つ
べ
き



根
櫨
慨
を
失
ム
仁
至
つ
北
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
武
士
階
級
に
代
っ

τ町
人
階
級
が
枇
舎
の
賞
カ
を
占
h
u

る
に
至
b
し
は
嘗
然
の
事
柄
で
あ

b
、
嘗
時
の
封
建
制
度
の
覆
る
ぺ
か
ち
し
こ
己
も
こ
れ
を
知
る
に
難
か
ら
ぎ
る

所
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
世
相
の
畿
化
を
証
明
究
す
る
場
合
に
、
新
興
の
勢
カ
が
如
何
に
し

τ勃
興
す
る
に
至

b
し
ゃ
を
考
察

す
る
は
、

も
ご
よ
り
重
要
な
る
-
て
乙
で
あ
る
が
、

醤
来
の
勢
カ
が
如
何
に
し
て
哀
む
す
る
に
至
h
し
ゃ
を
噺
質
す

そ
』
正
も
亦
必
要
で
あ
る
。
被
支
配
階
級
の
研
究
に
は
興
味
ゐ
る
被
捌
北
品
多
〈
の
事
質
が
存
す
ゐ
た
め
、

そ
れ

に
注
意
を
惹
か
る
、
こ
正
甚
だ
多
き
に
反
し
て
、
支
配
階
級
の
研
究
に
は
侍
統
的
に
し

τ且
つ
沈
滞
せ
る
事
賞
多

〈
、
活
動
的
事
質
に
乏
し
き
た
め
、
あ
ま
り
注
意
を
惹
か
ざ
る
如
〈
で
あ
る
が
、
然
L
新
勢
力
の
勃
興
や
被
支
配

階
訴
の
反
抗
り
み
で
は
、
枇
曾
組
織
は
必
十
し
も
未
だ
大
な
る
畿
革
を
生
十
〈
き
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
に
加
ム

る
に
醤
勢
力
り
誠
治
、
支
配
階
紙

ω無
力
て
ふ
現
象
を
見
る
に
至
っ
て
始
め

τ大
な
る
品
開
化
を
生
千
る
も
の
で
あ

る
o

故
仁
支
配
階
級
に
闘
す
る
研
究
も
極
め
て
必
要
な
る
ニ
さ
、
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
こ
の
意
味
に
於

τ武

士
階
級
の
研
究
は
重
要
な
る
事
柄
で
あ
る
が
、
私
の
蕊
に
越
ぺ
ん
ご
す
る
所
は
武
士
階
級
に
つ
い
て
そ
の
全
般
に

亘
っ
て
考
察
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
は
な
〈
、

たい
V

僅
か
に
そ
の
経
端
倒
的
窮
乏
の
一
端
を
明
か
に
せ
ん
芭
す
る
に
過

ぎ
ぬ
o

ま
た
徳
川
時
代
の
中
期
以
後
幕
府
及
び
諸
侠
が
財
政
務
乏
に
陥
b
し
ニ
古
は
一
般
に
認
め
ら
る
、
蕗
で
あ

る
が
、

ぞ
れ
等
の
問
題
は
野
(
措
き
・
弦
に
は
一
般
武
士
階
級
の
窮
乏
に
つ
い
て
概
括
的
に
之
を
論
じ
た
い
E
思

E詣

議

武
士
階
故
山
錦
之

第
ニ
十
四
巻

。

童書

批

O 



論

叢

武
士
階
級
自
窮
乏

銘
二
十
回
答

O 
四

第

抗

0 
凹

ふ。

窮

乏

の

原

因

昔
は
武
士
ぜ
農
民
正
の
聞
に
匝
別
な

f
、
無
事
の
日
に
は
回
測
を
耕
L
山
野
に
徴
し
て
生
活
L
、

一
物
事
ゐ
れ

ば
剣
を
提
げ
て
戦
場
に
馳
駆
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
。
「
艇
祷
銭
」
に
臼
〈

「
中
古
以
車
は
武
士
た
る
者
世
世
農
夫
也
@
ん
す
白
川
世
の
郷
士
と
い
ふ
者
四
如
L
o
常
に
郷
里
山
い
住
て
鹿
E
業
と
し
、
日
前
る
者
は
弓
民
武
山
由
に
心
が

け
、
山
野
に
選
て
は
禽
獣
を
謡
ひ
、
川
却
に
入
て
は
魚
崎
を
捕
り
、
成
は
馬
を
馳
せ
或
は
本
を
俳
ず
、
険
阻
を
捗
り
、
努
古
に
悶
C
筋
骨
も
闘
{
行

捗
も
耽
健
也
。
貧
奇
者
同
平
日
身
を
耕
作
君
甘
い
品
、
法
制
明
世
間
て
動
接
す
る
故
に
如
何
な
る
取
艇
を
も
龍
，
旬
、
芯
ぷ
。
赴
世
白
鳳
也
「
。

然
る
仁
兵
ご
農
ピ
が
分
離
す
る
に
至
h
h
M
る
所
以
は
戦
術
の
麹
化
ピ
武
士
の
都
市
集
佐
ピ
仁
在
る
。
蓋
、
従
前
の

如
き
万
や
弓
矢
を
以
ー
す
る
一
騎
討

ω戦
守
に
代
ふ
る
に
、
足
利
附
代
以
後
槍
、
餓
砲
を
持
っ
た
歩
卒
足
輔
が
兵

カ
の
中
心
正
な
h
J
、
集
倒
的
の
戦
争
を
行
ひ
、
ま
た
城
塞
も
天
険
を
剃
周
L
た
る
も
の
よ
・
り
も
人
工
的
防
斜
を
主

ご
L
た
る
も
の
ど
な
る
に
至
っ
た
か
ら
、
従
来
の
農
兵
の
如
き
も
の
よ
h
も
彼
等
を
一
所
に
集
め
て
調
練
し
、
ま

た
絶
え
ざ
る
戦
守
に
備
ふ
る
た
め
に
も
、
或
は
居
城
の
守
備
を
会
〈
す
る
た
め
に
も
、
武
士
は
地
方
の
岡
国
を
扮

て
、
城
下
に
居
住
す
る
・
』
E
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

か
〈
城
下
住
居
を
な
す
に
至
れ
ば
彼
等
は
蹴
に
替
の
如
き
地

主
血
属
夫
花
る
事
賞
を
失
ひ
、
大
抵
の
武
士
以
君
主
の
倉
原
よ
b
識
を
受
付
、

そ
れ
に
よ
っ
て
衣
食
す
る
も
の
Z
な
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っ
た
。
昔

ω家
チ
郎
黛
は
何
れ
も
土
地
を
耕
作
す
る
生
産
階
級
で
あ
っ
た
。
然
る
に
兵
農
の
匝
別
を
生
じ
た
る
以

上
は
、
彼
等
正
雑
も
昔

ω如
き
農
耕
を
業
正
す
る
生
庭
的
の
も
の
で
は
な
〈
、
主
人
の
俸
械
を
食
む
不
生
産
的
の

も
の
E
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
仁
は
武
士
は
家
子
郎
簾
を
捨
て
、
、
所
調
波
ち
奉
一
公
人
な
る
も
の
を
用

ι

る
も

ω多
量
に
至
っ
た
か
ら
、
其
不
生
産
的
な
る
こ
さ
は
一
居
明
か
さ
な
る
に
至
っ
た
。

h
r
(
の
如
〈
兵
鹿
分
離
し
、
武
士
が
不
生
産
的
階
級
悲
〈
は
消
投
階
級
己
な
る
に
歪
h
し
こ
ご
は
、
果
し
て
畑

何
な
る
意
識
を
古
川
す
る
か
。

嘗
時
我
困
り
経
済
組
織
は
地
方
的
か
ら
会
倒
的
へ
古
進
み
、
自
然
経
済
か
ら
貨
鰐
経
済
ヘ
ピ
進
ん
に
。
米
穀
は

蛍
時
の
財
政
経
済
の
悲
磁
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
貨
批

Mω
使
用
普
及
も
亦
前
時
代
に
見
る
可
ら
ぎ
る
畿
謹
を

遂
げ
た
。
然
る
に
武
士
は
今
や
回
闘
を
離
れ
て
従
来
の
如
き
自
給
自
足
の
生
活
を
透
「
る
簡
は
や
、
其
停
職

ω大

部
分
は
?
』
れ
を
貨
駒
市
に
代
ふ
る
の
必
要
ゐ
bJ
し
の
み
な
ら
子
、
其
牧
納
米
額
は
生
産
者

ω如
t
直
接
に
豊
凶
に
よ

っ
て
増
減
す
る
ニ
芭
な
(
、
略
ぽ
年
々
一
定
し
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
米
田
慣
内
誕
到
に
よ
っ

τ武
士
階
紋
の

受
(
る
影
響
は
頗
る
大
な
る
忌
む
の
が
あ
っ
た
o

換
言
す
れ
ば
彼
等
は
一
仰
を
米
穀
経
済
の
上
に
置
き
、
他
脚
eT
貨

幣
経
済
り
上
に
置
い
て
居
た
か
ら
・
米
債
の
盤
動
に
よ
っ
て
絶
え
宇
動
揺
を
縦
り
て
屑
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
理
れ

彼
等
の
生
活
が
宮
崎
の
経
済
組
織
に
順
騰
す
る
能
は
5
る
も
の
な
る
こ
と
を
示
す
芭
共
に
彼
等
の
生
活
の
甚
だ
不

安
定
な
り
し
こ
Z
を
語
る
も
の
に
外
な
ら
泊
。

請

第
二
十
四
巻

司盤

武
士
階
級
白
窮
乏

O 
E 

第

量車

O 
E王
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歯

武
士
階
経
由
窮
乏

叢

第
ニ
十
四
巷

O
大

第

披

O 
"-，、

真
に
兵
農
分
離
し
て
武
士
は
土
地
を
離
れ
て
城
下
に
集
h
、
或
は
英
主
君
に
従
つ

τ江
戸
に
会
視
し
・
殊
に
幕

士
の
如
き
は
江
戸
に
常
住
し
て
都
市
的
生
活
を
透
る
こ
吉
、
な
っ
た
。
然
る
に
都
市
は
貨
幣
経
済
の
中
掘
で
ゐ

h
，
、
商
工
業

ω畿
越
し
、
宮
カ
を
擁
せ
る
町
人
の
生
活
せ
る
蕗
で
ゐ
っ
た
。
都
市
に
お
り
る
生
活
が
甚
V
H
後
遺
せ

る
も
の
な
h
し
・
』
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

き
れ
ば
此
蕗
に
佳
し
て
此
生
活
の
渦
中
に
投
喧
し
武
士
階
級
が
世
上
一
ム

般
の
生
活
向
上
に
つ
れ
て
彼
等
自
ら
の
生
活
も
迩
歩
し
、
到
底
従
来
の
俸
誠
に
て
は
そ
の
生
活
を
維
持
す
る
に
足

ら
古
る
も
の
と
な
る
に
至
b
し
こ
ご
は
見
易
き
道
理
で
あ
る
。
こ
の
生
活
向
上
に
つ

V
て
は
、
栂
々
な
る
質
例
を

奉
げ
得
る
所
で
あ
る
が
、
先
づ
衣
食
住
仁
つ
い
て
之
を
見
る
に
「
世
事
見
聞
録
」
(
取
叫
酔
)
に
は
次
の
如
〈
越
ぺ
て

居
る
。『

先
車
服
曲
事
、
結
て
誕
何
時
白
頃
品
、
臨
府
御
在
世
田
頃
島
、
近
習
の
倖
、
仙
蔓
平
白
袴
止
着
し
て
御
前
へ
組
出
し
に
大
に
御
立
腹
融
避
、
天
下
抽

り
て
い
ま
だ
聞
も
な
き
に
己
れ
最
早
出
借
り
を
曲
る
か
と
て
御
長
刀

t
M
亡
御
遁
ひ
被
選
し
と
な
り
。
然
る
に
+
仰
韮
平
な
ど
は
胞
き
陪
阻
も
着
L
、

共
以
下
徒
土
足
脚
町
人
百
姓
轄
も
着
用
す
る
な
り
。
衣
服
由
者
是
を
も
っ
て
知
る
べ

L
。
又
酒
食
白
容
は
御
老
馳
土
井
文
仇
闘
の
酒
井
備
後
守
宅
へ

且
廻

L
時
、
暗
汁
量
幽
で
扱
卸
れ
し
と
な
り
。
都
て
共
頃
は
溜
鈍
に
て
汁
舗
を
他
す
な
ど
い
ふ
て
、
銘
々
割
合
量
出

L
汁
を
費
て
摘
を
呑
蝕
程
白
者

に
も
有
し
と
な
り
。
今
世
酒
食
自
者
り
菓
子
。
好
昧
山
梅
在
世
し
て
畑
町
へ
ぽ
一
人
前
一
度
白
料
理
由
倒
、

4
4
二
三
伎
に
い
た
り
四
五
倍
に
も
割
る
な

p
。
菓
子
一

D
D
倒
、
米
一
升
え
は
ニ
三
升
に
は
賞
品
卸
あ
り
。
都
て
酒
を
飴
る
に
は
是
非
と
も
岨
物
取
肴
な

E
用
ひ
て
、
町
家
誕
百
住
居
な

E
い

畠

へ
る
下
郎
に
℃
も
時
汁
に
て
は
た
ベ
白
事
な
り
。
」

『
却
ま
た
常
世
は
犬
小
告
の
居
届
政
、
中
尉
且
段
、
下
屋
政
な
ど
も
、
表
向
を
立
抵
に
筋
り
立
る
昔
時
四
僻
に
て
、
普
前
誼
作
静
迅
々
大
誌
に
成
、
門

場
玄
闘
世
胃
院
其
外
武
器
由
儲
り
事
蹴
直
な
る
事
い
づ
恥
も
目
を
菅
か
す
に
描
た
れ

E
も
其
内
に
住
む
師
四
の
人
曲
目
右
世
柔
弱
成
も
の
多

t
、
時
に
高

j 
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車
白
骨
は
革
者
に
し
て
猫
匝
復
民
立
ず
。
』

却
も
一
般
の
生
活
向
上
に
つ
れ
て
武
士
階
級
も
生
活
に
多
〈
の
失
費
を
要
す
る
こ
正
、
な
っ
た
究
第
で
ゐ
る
が
、

彼
等
が
醤
時
の
如
〈
回
国
に
生
活
せ
す
、
城
下
都
市
に
集
っ
て
都
市
的
生
活
を
享
楽
せ
し
こ
芭
は
、
そ
の
生
活
向

上
に
大
な
る
闘
係
を
布
す
る
こ
ど
明
か
で
あ
る
が
、
殊
に
多
親
交
代
の
制
度
に
よ
b
τ
江
戸
仁
往
来
し
若
〈
は
定

府
ご
稀
し
て
江
戸
に
常
住
す
る
場
合
、
そ
の
失
費
の
甚
だ
多
か
h
し
こ
ご
は
「
諸
侯
以
家
在
江
戸
、
各
皆
倍
築
其
数
ム

匝
第
宅
、
侠
A

ザ
其
多
少
臣
妾
汎
汎
然
寄
居
於
其
中
、
則
大
抵
其
血
剤
、
居
英
務
之
十
二
、
而
金
穀
之
費
居
英
務
之
す

七
』
正
あ
る
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

位

「
組
商
品
醐
」
に
日

t
『
A
F
V

由
世
白
武
士
皆
世
駄
に
て
都
下
に
諜
リ
居
て
駐
代
監
歴
る
故
に
、
い
ワ
と
な
〈
武
士
四
本
主
忘
れ
、
心
も
身
も
凪

働
‘
晶
家
上
聞
の
如
〈
に
な
り
て
武
事
。
用
に
立
へ
し
と
見
ゆ
る
者
は
動
十
人
白
申
に
一
人
也
。
是
只
油
平
白
久
し
き
故
田
恥
に
非
す
都
下
に
伎
な

る
故
也
。
宜

A
O
語
る
ま
聞
〈
に
臨
廟
白
園
内
に
外
扱
と
い
ふ
者
四
十
凡
断
あ

P
て
、
一
一
誠
に
武
夫
白
富
山
ヅ
毒
は
二
三
百
多
奇
は
七
λ
百
あ
り
、
是

主
均

4
し
て
一
一
曜
に
五
百
許
也
。
四
十
凡
所
在
泊
計
す
れ
ば
ニ
高
飴
の
武
士
あ
り
、
皆
郷
士
に
て
常
に
は
農
を
業
と
す
・
と
い
ふ
。
又
土
佐
田
固
に
は

長
官
我
部
出
飴
額
三
百
人
皆
醐
士
に
て
今
に
あ
り
俗
是
を
一
領
具
足
と
い
ふ
。
か
様
。
銅
ζ

そ
古
田
武
士
白
錨
凪
な
る
4
け
れ
。
古
代
に
は
λ
王
子

白
千
人
衆
ば
か
り
常
に
田
告
に
佐
て
農
を
事
と
L
軍
役
白
時
は
長
槍
を
柑
て
山
る
な
れ
ば
、
古
田
兵

E
農
に
寓
ナ
る
法
に
似
た
り
。
千
人
衆
は
僅
。

鼠
俸
E
給
は
れ
ど
も
田
官
に
往
て
耕
作
監
事
と
す
る
故
に
生
産
医
か
ら
ず
、
父
母
妻
子
ま
も
優
に
韓
ふ
。
都
下
に
住
む
同
心
中
間
D
担
は
歯
俸
の
舛

に
何
に
て
も
産
山
唱
な

t
n黛
輔
の
地
に
居
て
衣
食
事
義
者
修
を
な
し
、
四
肢
を
惰
て
安
泡
ま
常
&
ナ
る
故
に
貧
窮
に
菅
み
て
父
骨
業
干
を
も
益
ひ
酔

e
 

由
る
者
甚
事

L
。』と

最
後
に
諸
伎
の
窮
乏
は
自
ら
士
流
の
窮
乏
芭
な
っ
た
。
議
侯
内
藤
は
大
抵
一
定
し
て
動

hrg
る
に
、
失
曲
賞
は
甚

叢

論

武
士
階
設
の
窮
乏

第
二
十
四
巻

第

親

C 
士

O 
t 

向上、 3'頁
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誼

議

武
士
階
扱
自
由
割
芝

第
二
十
四
番

O 
A 

第

観

O 
F、

村
h

多
〈
財
政
窮
乏
を
告
「
る
や
、
遂
に
諸
藩
に
於

τ宇
知
の
法
な
る
も
の
が
行
は
れ
川
之
れ
が
た
め
左
な
ぎ

rに

窮
乏
な
b
し
武
士
は
盆
牟
困
窮
に
陥
る
に
至
っ
た
o

宇
知
正
は
武
士
の
俸
織
の
一
部
を
主
若
に
借
上
「
る
こ
芭
で

あ
っ
て
御
借
上
正
も
帯
す
る
が
、
其
賞
永
久
に
如
行
扶
持
を
削
減
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
減
俸
ピ
異
る
蕗
は
な
，

ぃ
。
必
十
し
も
ニ
分
の
一
を
減
や
る
も
の
、
み
で
は
な

f
、
四
分
の
つ
三
分
の
一
等
械
々
で
ゐ
っ
た
o

「
経
済
銀

拾
遺
」
に

『
近
寄
侯
大
小
と
な
〈
園
川
不
足
に
し
て
書
す
る

2
甚
L
O
家
臣
の
俸
誌
を
借
品
、
砕
き
は
十
分
。
一
多
き
は
十
分
自
五
六
な
り

iv

古
い
ひ
「
破
れ
申
識
の
つ
い
V

〈
ち
話
」
に

『
武
家
は
大
名
小
名
に
か
ぎ
ら
ず
世
上
一
般
川
不
如
開
晶
子

2
政
事
ま
で
も
破
れ
、
障
に
陪
阻
む
ど
は
豆
町
削
減
、
戒
は
中
減
、
甚
だ

L
eは
其
畿
に

も
滅
却
せ
ら
れ
誠
に
憐
れ
な
る
あ
切
さ
ま
な
よ

Z
詑
き
「
東
港
夫
論
」
に

『
諸
侯
山
園
大
小
同
時
な
れ

E
も
大
抵
貫
賦

2
・M
以
て
公
用
に
給

L
、
中
を
以
て
目
下
に
ぎ
す
。
鹿
元
白
一
四
一
日
是
に
て
事
足
り
し
な
り
。
託
申
告

暗
侯
は
多
{
臣
下
に
中
時
又
は
三
分
自
二
金
典
ふ
副
』

ご
い
へ
る
如
き
其
一
例
で
ゐ
る
。

要
す
る
に
兵
農
の
分
離
し
た
る
こ
ど
は
武
士
窮
乏
の
根
本
的
原
因
で

b
る
が
、
之
に
加
ふ
る
に
賃
餅
純
済
の
普

及
、
生
活
の
向
上
、
及
び
俸
臓
の
削
減
等
の
こ
ピ
が
ゐ
つ

τ、
武
士
階
級
は
大
な
る
窮
乏
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
る
。

V 

相1
0
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窮

乏

の

事

貰

徳

川

中

世

以

後

武

士

生

活

の

窮

乏

甚

し

か

h
し

-

』

ご

は

、

幾

多

の

事

貨

に

よ

っ

て

之

を

立

殺

し

得

る

所

で

あ

る

が

、

今

試

み

に

そ

の

二

三

を

掲

げ

ん

に

、

武

士

の

魂

ご

も

稗

せ

ら

る

、

万

剣

甲

宵

の

嗣

聞

が

、

太

平

の

世

に

は

之

れ

な

〈

ど

も

用

を

柏

駅

か

ぬ

潟

に

か

、

典

貫

主

れ

て

入

手

に

渡

っ

た

如

き

は

、

た

正

ひ

一

時

の

急

を

法

「

た

め

ど

は

い

ひ

な

が

ら

驚

〈

ぺ

き

こ

芭

で

は

な

い

か

o
帥
も
「
日
明
卒
夜
話
」
(
誠
一
昨
)
に
臼
〈

『
今
世
の
士
，
と
て
も
武
器

ι武
試
凶
弾
桂
一
之
盛
ん
ぜ
ざ
る
も
の
は
布
ま
じ
け
れ
北
、
世
並
に
連
れ
い
つ
し
か
技
知
ら
ず
分
幽
を
越
し
亡
者
が
ま
し

毒
事
多
(
な
り
出
て
投
川
北
部
に
棺
L
、
謝
、
先
PHh怖
も
減
少
せ
ら
る
れ
は
脳
U
て
貧
に
成
て
、
今
日
父
母
事
予
飢
悲
へ
家
主
た
る
者
厄
て
は
局
ら

れ
ず
o

さ
れ
ば
と
て
世
た
る
省
指
よ
り
玉
は
る
も
心
、
件
、
収
金
山
川
泣
な
け
れ
ば
心
な
ら
ず
式
品
嗣
陥

A
有
も
の
い
斑
捕
、
去
よ
旬
蝕
計
な
き

も
の
は
泊
分
貨
物
に
泣
は

L
悩
日
を
怠
る
族
、
も
有
山
。
斑
州
蹴
き
も
の
は
引
分
釘
仰
に
辿
は

L
訟
の
間
に
合
せ
る
迄
に
て
い
弛
て
取
一
地
L
、
手
を
放

さ
白
山
遣
な
れ
共
、
其
上
に
も
又
賀
川
訂
草
り
由
れ
ば
心
な

ι子
約
班
期

H
も
描
て
絡
に
力
及
ず
手
を
放
す
知
も
又
多
し
叫
』

ま
た
「
世
事
見
悶
鍬
」
に
も

『
な
べ
て
武
家
は
大
一
本
も
小
説
も
川
島
し
、
別
て
小
品
仰
な
る
は
兄
惜
佐
H
A
苛
L
f、
或
は
父
訓
よ
り
持
悼
へ
た
る
武
具
、

A
U
或
は
先
肌
の
脇
市

の
地
に
入
リ

L
叫
山
武
緑
、
比
パ
外
車
に
取
り
で
大
切
の
品
を
も
心
な
(
斑
抽
uv
、
叉
邦
制
内
品
を
も
服
は
ず
質
物
に
へ
れ
、
或
は
質
物
に
も
し
、

R

御
番
山
住
抵
他
行
内
陥
崎
に
乗
り
し
も
止
め
、
鎚
を
持
せ
し
を
略
L
、
侍
計
調
辿
れ
た
る
も
省
き
、
又
衣
川
淵
も
問
季
師
々
白
書
、
質
内
入
替
又
は
問
削

賀
山
組
提
肌
と
い
「
る
拘
を
借
込
て
糊
川
を
骨
せ
、

X
比
北
一
蚊
に
主
り
て
は
、
制
番
に
山
る
時
は
質
此
よ
H
侭
り
て
以
寄
せ
相
川
い
た
し
、
師
り
た

る
時
は
、
直
に
-E
由
貿
い
起
へ
帥
す
な
り
u

下

A
M一
も
止
を
酬
明
り
て
、
-
げ
下
げ
の
上
下
を
計
て
仰
番
の
上

m
下
り
を
致
す
と
て
主
人
を
晦
り
、
叉
内

は
止
が
ふ
り
雨
が
降
る
如
〈
持
家
を
時
間
る
な
り
叫
』

百肯

議

武
士
階
組
山
窮
乏

第
二
十
四
番

C 
九

部

披

O 
A 

蹴日本維持議書在二、 77頁
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議

第
二
十
四
谷

O 

錫

漉

O 

言荷

武
士
階
組
内
締
乏

ご
述
べ
て
居
る
。
番
士
四
世
械
の
際
、
そ
の
衣
類
に
胡
銚
き

τ質
屋
よ
b
取
寄
せ
て
活
用
し
、
師
宅
の
後
之
を
返
却

す
る
如
き
、
如
何
に
そ

ω窮
乏

ω甚
し
か
h
J
し
か
を
察
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
か
、
る
布
様
で
あ
る
か
ら
武
士

の
中
に
は
一
僕
一
排
を
泣
か
す
、
白
か
ら
薪
水
め
傍
を
t
b
、
或
は
内
職
を
な

L
て
家
計
の
郁
ひ
ピ
な
す
も
の
も

あ
っ
た
。
例
へ
ば
、
「
援
の
焼
漠
」
仁

『
百
健
一
且
十
依
布
飴
山
刷
口
H
A
以
上
山
人
は
伐
一
人
ワ
か
ふ
と
と
も
川
陪
て
、
宅
に
て
は

b
づ
か
ら
米
獅
を
あ
っ
か
ふ
や
か
ら
多
L
O
彼
慣
は
支

配
県
副
的
諮
謝
に
も
容
易
に
は
山
る
こ
と
か
た
吋
れ
ば
船
主
腕
し
て
刊
タ
を
た
す
町
、
不
叶
事
島
る
時

H
4・
と
ひ
人

L
て
糊
山
搾
る
を
』
云
々

Z
レ
へ
る
が
如
き
は
前
者

ω例
で
あ
b
、
「
甲
子
夜
話
」
に

『
米
同
開
。
峰
、
長
門
白
車
、
鍋
品
山
明
子
笠
、
秋
川
内
印
飽
、
ょ
yv
日
目
白
骨
調
白
装
束
白
如
き
、
み
な
下
々
制
工
に
い
た
し
、
第
一
そ
れ
に
精
を
い
だ

し
悼
突
す
る
聞
な
{
、
弟
二
に
身
持
抑
制
酬
に
h
u
m
，
仕
配
も
故
郎
候
。
』

ど
い
ひ
、
ま
た
天
保
八
年
佐
久
間
象
山

ω上
書
に

『
訓
戸
血
走
却
し
筋
骨
量
仕
留
し
丈
武
に
出
柿
致

L
候
よ
り
貧
舗
の
者
位
少
々
宛
も
内
馳
年
致

L
候
方
制
令
宜
政
候
と
心
得
候
も
由
柳
家
中
温
牛
に
御

臨
供
。
』

ご
い
へ
る
は
郎
ち
後
者
の
一
例
で
ゐ
る
。

然
し
節
約
や
内
峨
位
で
は
中
々
泡
付
〈
も
の
で
は
な
〈
、
多
く
の
武
士
は
禄
々
の
方
法
に
よ
っ
て
借
財
を
な

し

一
時
の
A

一
時
を
淡
い
に
も
の
で
ゐ
っ
た
。
「
世
高
見
聞
鍬
」
に
こ
の

ζ
t
を
説
い
て
臼
〈
、

『
酷
に
近
来
知
訂
師
自
分
は
知
行
前

E
計
入
、
話
時
尊
ら
行
は
る
込
醐
貸
附
金
を
借
り
、
又
は
宮
門
跡
方

t
y」
白
名
目
金
を
借
り
、
分
鵬
首
由
肉

阻知識書第十一縮、 16頁
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も
其
品
臨
も
制
見
県
併
に
L
E
出
す
事
r
作
成
て
、
身
上
回
幽
方
を
失
ひ
、
或
は
持
借
金
山
よ
削
も
出
来
ず
。
(
中
時
)
又
御
切
米
誕
b
分
御
蔵
宿
と
V
K
ずも

白
に
大
伯
凹
端
、
是
又
何
れ
も
分
臥
高
山
内
三
歩
一
か
又
中
市
も
呉
儀
も
元
制
山
口
誌
に
引
以
ら
る
ミ
認
に
な
る
』
云
々
『
抑
制
末
は
か
ね
て
政
宿
と
い

ふ
者
に
引
以
ら
れ
、
身
上
白
一
一
克
手
を
失
ひ
し
事
な
れ
ば
、
正
不
正
由
筋
在
不
抑
制
、
央
時

ω
排
川
市
〈
て
叫
ざ
る
に
任
せ
、
前
後
の
差
別
も
な

f
、
金

銀
を
借
る
事
を
手
柄
と
致

L
、
或
は
土
説
家
作
を
官
官
入
、
高
利
金
、
連
頭
金
、
日
成

L
伎
な

E
を
借
り
、
三
ヶ
月
目
誼
主
替
る
度
毎
に
剥
足
踊
り
、

世
金
一
割
二
割
持
い
た

L
、
師
て
一
耳
企
白
半
分
も
失
費
に
な
り
』
云
々
と
。

註

『
名
目
録
』
は
官
寺
官
一
世
宮
家
年
よ
り
幕
府
心
許
可
を
得
て
貸
付
〈
る
も
の
で
あ
る
o
町
人
劉
武
士
の
貸
借
刷
悟
に
は
そ
の
訴
訟
を
恒
よ
げ

ざ
る
場
合
も
あ
ワ
た
が
、
名
目
鋭
は
官
企
て
あ
る
か
ら
遅
排
滞
れ
ば
其
借
り
主
O
町
問
問
輩
、
正
ま
で
黒

E
Aぼ
L
、
官
よ
り
の
督
促
雌
京
た
り
し
た

め
.
貸
企
業
者
計
一
一
向
武
雄
円
。
名

E
諾
っ
て
貸
備
を
な

L
た
も
白
で
あ
る

を
A
L
f紐
過
し
た
る
貸
金
に
ワ
い
て
白
訴
訟
は
之

E
受
理
せ

f
る
事
あ
り
し
も
、
神
枇
仙
閣
の
細
企
金
、
借
侶
白
相
制
晶
、
野
岩
山
官
金
は
そ
の

ま
た
『
臨
問
金
』
と
は
瞥
布
の
貸
付
金
を
い
ふ

U

元
来
謀
府
に
て
は
年
月

年
月
に
刷
せ
ず
受
刊
け
し
も
り
で
あ
る
か

ι、
腎
者
は
高
利
を
以
て
金
銭
白
貸
付
止
な
す
に
至
っ
た
。
釦
論
曲
官
者
山
背
桂
に
は
別
に
金
主
白
あ
っ
た

揚
合
も
少
{
な
い
。
若
L
抵
掛
滞
る
と
き
は
多
政
由
野
者
そ
の
家
に
押
入
リ
謹
夜
ま

ιず
大
四
時
属
官
L
迷
惑
を
感
ぜ
し
め
て
逗
耕
せ
し
む
る
白
方
法

を
採
ワ
た
も
由
ど
あ
る
u

『
日
成
錨
』
は
最
初
貸
波
白
際
、
期
限
迄
由
剥
且
を
元
金
よ
り
天
引
L
-
翌
日
よ
り
毎
日
一
定
申
金
制
を
抵
凶
せ
し
む
る
も

白
で
あ
る
。

蛍
時
の
武
士
は
そ
り
生
活
の
困
難
な

b
し
た
め
に
「
い
か
じ
も
嘗
世
は
武
法
正
律
義
は
侍
の
禁
物
な
h
」
ご
す
る

に
至

h
、
何
事
も
物
質
的
利
錨
の
伴
は
ぎ
る
こ
芭
は
之
を
潟
吾
川
Y

る
に
至
っ
た
。
「
人
よ
b
額
ま
る
、
事
あ
れ
ば

櫨
謝
返
報
の
厚
薄
を
鬼
合
て
共
同
を
弊
じ
遣
し
』
「
或
は
奉
会
を
勤
る
に
も
、
我
が
器
量
、
共
場
の
役
に
可
立
が
不

・
い
ま
だ
其
場
の
御
用
に
も
爾
々
立
5
る
内
に
叉

立
が
の
考
も
な
〈
‘
我
欲
に
任
せ
て
彼
是
役
柄
を
撰
び
、

其
上
に
樽
役
致
す
べ
き
手
段
に
の
み
打
掛
h'
」
「
賄
賂
を
取
て
貝
珊
由
民
偏
頗
し
」
戒
は
出
入
町
人
杯
よ
ち
諸
口
聞
を
買
上

fお

能

武
士
階
組
曲
窮
乏

第
二
十
四
巻

第

腕

前.1}J10. ，(・ 16fl 6) 
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ん
μ附

議

式
士
階
級
白
筋
之

第
二
十
回
答

ー
ー

第

腕

所
謂
役
徳
、

内
得
を
か
す

る
度
毎
に
利
潤
の
配
分
を
よ
り
、
其
外
積
々
の
雑
用
に
名
を
諮
っ
て
帳
面
に
付
怒
り
、

め
取
る
の
風
が
あ
っ
た
吋
ま
た
前
通
り
如
f
彼
等
は
窮
乏
の
た
め
譜
代
の
家
来
を
養
ム
ニ
ご
が
出
家
守
渡
b
本
会

人
を
雇
入
れ
記
も
の
で
ゐ
る
が
、
家
来
を
召
抱
へ
る
に
も
、
金
子
何
程
周
立
つ
ぺ

L
正
の
約
束
じ
て
召
抱
へ
、
こ

主』

st 
者
C') 

iJ 
-f 
立
ち
1丁

有領
も圭 }]ド
で先日
'0 1-r 
つの
j'~ 仕
08)置

を
始
め

百
世
私
内
外
の
用
事
悉
〈
之
れ
仁
委
か
す
こ
正
、
な

れ
を
仕
迭
h
用
人
な
ど
ど
唱
へ
、

加
之
途
仁
は
養
子
を
迎
ふ
る
に
も
血
統
の
開
係
よ
り
は
財
産
の
多
少
に
限
を
付
け
、
果
て
は
家
人
株
の
責
買
ま

で
も
行
は
る
、
に
至
っ
た
。
出
且
永
七
年
の
武
家
法
度
の
中
に
も
「
近
陛
の
俗
継
嗣
を
定
品
事
或
は
我
放
類
を
問
す

L
て
其
貨
財
を
論
争
る
に
至
る
L

一五

V

Z
あ
っ
て
、
別
産
を
目
的
ピ
し
て
養
子
を
辿
ふ
る
こ
芭
は
、
阪
に
元
蔽
由
民

永
の
頃
か
ら
盛
で
あ
っ
た
。
而
L
τ
必
宇
し
も
武
士
の
血
統
仁
限
ら
や
，
卒
民
か
ら
も
養
子
を
迦
ふ
る
こ
ピ
が
行
は

れ
、
或
は
妹
琵
に
惣
削
除
を
し
て
持
委
金
付
の
養
子
を
迎
ム
る
こ
正
一
b
少
く
は
な
か
っ
た
。
ま
抗
体
怖
に
は
所
説
直

家
督
の
制
度
が
起
り
、
養
チ
縁
組

ω後
、
直
も
に
家
告
を
・
誕
h
自
己
は
幾
分
の
隠
居
米
を
得
て
別
居
す
る
に
至

-9
、
事
-M
貝
に
於
工
家
管
の
資
質
同
様
古
な
る
に
至
っ
た
。

こ
の
養
子
に
つ
い
て
は
「
世
事
見
開
銀
」
に
そ
の
事
情
を

明
か
に
し
て
居
る
。
却
も
臼
〈

『
桂
子
縁
組

t
E盤
る
に
も
入
駒
田
善
悪
在
北
に
し
、
貸
方
自
家
柄
圭
も
排
陪
ず
、
持
参
金
自
多
分
な
る

E
普
と
し
、
或
は
又
雌
裁
い
た
し
、
持

渉
金
其
外
車
翻
諸
活
具
帯
世
話
さ
ず
、
識
院
も
詠
組
い
た
す
冒
と
い
ひ
、
幾
人
も
養
子
い
た
す
叫
(
中
時
)
昔
時
は
持
参
金
を
多
〈
取
る
こ
と
を
是
と
し

世事見聞錦、前掲 8-34頁
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て
後
由
成
行
を
も
構
は
ず
、
或
は
組
凪
同
姓
山
内
正
義
チ
致
す
4
音
筋
目
。
も
曲
、
又
は
厄
介
俸
白
内
、
随
分
相
臨
由
人
物
品
目
，
と
い
へ

E
も
持
事

金
山
望
川
は
ざ
る
も
の
ゆ
へ
、
表
向
病
身
と
偶
り
是
を
省
昔
、
先
岡
田
血
跡
を
組
し
、
兎
角
他
位
。
も
白
財
用
申
便
り
有
る
を
好
み
け
る
故
、
親
子

自
凶
を
結
ぶ
と
い
へ

E
も
棋
の
貨
儲
立
た
ず
、
親
の
構
成
も
弱
〈
、
ま
た
養
子
の
方
も
土
産
量
を
多
分
持
燕

H
L
E自
慢
に
心
得
、
鶴
自
殺
訓
を
も

空
耳
に
聞
、
或
は
養
子
白
行
扶
養
父
由
艇
に
入
ら
ず
し
て
離
縁
致

L
院
も
持
産
金
を
多
分
曜
躍
し
上
な
れ
ば
是
を
認
す
べ
き
力
な
〈
て
、
舗
是
非
其

催
に
成
し
世
ぽ
、
養
子
は
其
凪
戸
乗
じ
て
猶
も
っ

η
上
り
、
戒
は
訓
摘
も
子
白
非
義
を
鴎
り
、
子
は
親
の
不
貨
不
本
訟
を
競
り
て
、
一
生
不
快
に
過
行

故
多
〈
は
共
組
子
山
国
を
互
に
融
情
&
以
て
求
る
が
故
な
目
。
又
親
子
共
布
挫
融
情
な
る
故
、
家
軒
を
早
〈
渡
す
ま
じ
と

L
、
縫
子
は
早

t
組
収
4

き
手
段
を
な
し
、
互
に
心
中
に
共
ザ
ひ
を
ハ
パ
む
心
掛
た
り
o
担
ま
た
常
世
其
止
す
ひ
を
擁
ひ
て
最
剖
か

ι直
家
皆
と
い
ふ
を
約
躍
な

L
、
是
兄
両
北
な
ど

主
唱
へ
て
相
前
回
世
段
あ
る
事
に
て
、
憾
肘
分
米
自
制
鋸
り
を
柚
め
、
内
誼
は
民
買
同
様
の
事
に
て
世
を
謀
る
族
あ
り
。
却
ま
た
制
航
本
自
家
昔
、

右
惜
斑
民
同
様
に
成
り
し
航
、
官
時
制
勝
手
与
な
ど
を
勘
る
制
佼
人
制
代
官
又
は
御
盤
師
御
阿
崩
な

r武
過
に
あ
ら

f
る
職
業
由
子
供
た
り
と
も
大

家
へ
紘
粗
い
た

L
、
ま
た
は
大
家
白
腿
々
に
て
も
身
上
向
役
一
品
車
に
任
せ
濯
な

rに
て
不
勝
手
な
る
族
世
、
相
贈
の
紘
組
も
枇
耳
目
V

品
雄
、
{
中
時
)
布
白

如

t
他
陣
の
養
子
悼
行
し
て
何
れ
の
家
に
も
事
{
先
制
仙
の
血
脈
を
先
へ
り
。
ぃ

ま

た

家

人

株

の

責

買

に

う

い

て

も

吉

宗

の

ご

き

般

に

禁

断

せ

し

如

く

で

あ

る

が

、

其

後

叉

迄

々

行

は

れ

尋

常

普

通

の

事

己

な

っ

た

。

「

世

事

見

開

銀

」

に

臼

〈

『
拠
叉
制
家
人
目
相
、
番
代
と
唱
へ

τ
株
白
斑
買
相
官
。
底
民
あ
り
て
金
銀
を
以
て
融
り
引
を
い
た
す
事
な
n
p
o

赴
又
人
物
を
椛
は
ず
桐
品
目
官
白

手
代
た

r、
如
何
な
る
事
に
宇
刷
有
を
待
て
大
金
銀
を
出
し
て
一
家
白
番
代
を
誠
り
且
匹
、
又
は
倍
白
財
賢
を
健
多
貯
へ
て
譜
代
白
主
人
に
般
を
央
、

一
且
浪
入
と
成
り

L
土
、
御
家
人
目
株
在
民
も
あ
り
、
或
は
筋
目
な
き
町
人
由
子
供
、
又
は
高
利
由
金
銀
を
貸
し
て
非
道
に
利
を
武
り
唱
た
る
族
、

成
は
睦
嵐
山
子
供
、

u、
弁
連
闘
の
も
の
在
所
に
て
搭
山
市
を
な
し
、
其
所
に
仕
肘
た
り
味
.
組
を
捨
て
江
戸
へ
附
た
る
も
あ
り
、
文
舗
主
地
明
白
骨
あ

る
も
有
べ
き
か
、
或
は
坊
主
由
法
戒
を
破
っ
て
泣
併
し
た
る
も
有
ペ

L
。
持
戒
の
借
由
子
も
あ
ら
ん
か
。
木
々
に
至
つ
て
は
滅
多
非
人
白
翻
白
交
り

た
る
も
計

n"が
た

L
C』

一一

第
二
十
四
在

耳b

抗

議

武
士
階
担
割
白
紡
乏

論

前捕、 21-23瓦
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百詣

議

時
土
階
経
由
窮
乏

第
二
十
回
答

囚

第

凱

四

か
〈

ω
如
(
に
他
州
養
子
‘
中
部
人
株

ω寅
買
が
、

そ
の
人
物
を
諭
せ
す
、
武
士
般
人
一
向
姓
町
人

ω岡
別
な
〈
、

只
財
産
を
目
嘗
ご
せ
し
こ

z
u、
先
制
岨
の
血
脈
を
失
ひ
、
康
民
が
士
流
に
潜
入
す
る
機
曾
全
作
っ
た
も
の
ご
い
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
幕
末
史
」
に
日
〈

h
F

・
へ
ほ

彼
帯
に
し
て
一
度
県
力
徒
士
由
加
古
山
ヰ
き
家
人
由
枯
を
買
う
て
も
、
季
世
に
は
「
譜
代
場
」
と
「
抱
場
」
白
臨
界
克
縦
な
る
が
故
に
才
力
の
あ
る
玄

L

戸
累
進
し
て
並
々
た
る
拡
本
に
列
せ
し
者
も
山
少
な
か
ら

f
o
水
野
山
邦
老
巾
た
り
し
時
曲
有
力
者
た
り
し
久
創
佐
渡
守
柿
問
。
加
、
曹
、
金
(
信
世

帯・け

aL

よ
P
山
て
て
買
株
に
よ
り
山
身

L
、
捗
に
勘
定
奉
行
に
列

L
、
其
子
崎
備
も
亦
低
漉
申
と
棉
し
て
幕
末
大
阪
町
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
る
が
仰
を
古
山

一
例
な
り
。
放
に
幕
人
i
t
云
へ
ば
多
4
三
両
武
士
白
後
簡
と
恩
は

L
む
れ
ど
も
共
貨
に
於
て
は
上
白
如
き
混
化
を
畳
け

L
な
り
目
」

勿
論
慕
士
ピ
滞
士
己
に
よ
h
、
又
は
武
士
閥
の
各
階
級
に
よ

h
.
戒
は
特
別
の
事
情
に
よ
h
.
そ
の
生
活
振
は

旧
時
る
で
あ
ら
う
が
、

一
般
的
に
見
て
、
嘗
時
の
武
士
が
窮
乏
せ
る
紋
般
に
在

b
L
-
』
ピ
は
、
以
上
の
事
貨
に
よ
る

も
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
そ
の
生
活
放
艇
を
数
字
で
あ
ら
は
し
て
、
武
士
山
家
計
が
如
何
に
困
難

で
あ
っ
た
か
を
豆
細
に
示
せ
る
材
料
は
未

r見
蛍
ら
な
い
。
究
に
示
せ
る
も
の
も
必
十
し
も
趨
常
な
る
も
の
で
は

な
い
が
た

N
V

そ
の
一
例
ご
し
て
表
考
の
絡
め
に
掲
げ
て
お
〈
。

『
叫
ん
れ
を
武
家
。
時
に
泊
す
る
に
百
嗣
は
三
百
宥
に
撤
ず
、
三
百
石
白
家
に
て
は
侍
二
人
、
具
足
持
一
入
、
槍
持
一
入
、
跳
箱
一
入
、
幅
取
二
人
、

草
嵐
唯
一
人
、
小
荷
駄
二
人
白
寧
役
と
、
寛
永
十
年
二
月
十
六
日
目
御
定
な
り
。
今
の
世
白
慣
に
て
は
、
侍
二
人
白
給
金
λ
岡
、
中
削
λ
人
自
給
金

廿
雨
、
再
一
疋
林
代
九
隔
を
県
三
又
十
人
山
扶
持
五
十
依
を
拠
ふ
れ
ば
盛
百
三
十
カ
依
あ
り
。
共
白
内
十
人
目
者
に
挫
噌
薪
代
十
三
岡

E
R
へ、

品
て
後
が
我
出
勤
と
武
具
家
具
昔
前
白
入
川
六
七
嗣
を
引
き
、
妻
子
下
女
等
と
共
に
凹
五
人
の
費
用
叶
閥
抗
と
し
て
総
て
は
百
十
同
僚
を
用
ム
ベ

L
。

百
三
十
九
依
聖
誕
り
て
同
十
六
同
少
俵
な
夢
。
此
由
訟
に
て
は
年
分
三
副
儲
の
不
且
と
な
る

J

覚
-
一
品
十
年
よ
り
弘
比
二
年
ま
で
二
百
十
三
年
の
問
、

小件11，ヨ"~II省‘六日宇時代史、桜木史 38 n 12) 
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三
一
刷
偽
白
不
足
横
切
て
六
百
三
十
六
闘
の
借
金
と
な
れ
明
。
=
一
百
石
に
六
百
繭
白
借
金
な
れ
ば
、
利
息
年
分
三
十
隔
を
掃
ふ
て
も
百
雨
白
金
僅
に
七

十
闘
に
減
ず
。
依
っ
て
十
人
白
下
慌
を
育
↓
こ
と
あ
た
は
ず
、
是
札
E
省
V

て
M
f
其
白
日
々
を
過
す
の
み
に
亘
る
。
こ
札
武
家
内
除
法
を
器
知
ナ

拘

る
一
端
と
一
耳
ム
ベ
L
。』四

窮
乏
に
封
す
る
方
策

上
越
の
如
き
武
士
山
崎
級
の
窮
乏
を
救
ふ
た
め
に
幕
府
諸
協
は
川
端
し
て
如
何
な
る
針
策
を
講
じ
た
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
重
要
な
る
も
の
、
一
一
一
一
一
を
逃
ぺ
て
見
た
い
正
思
ム
。

阪
に
述
べ
た
る
如
〈
嘗
附
の
枇
曾
絞
憐
組
制
は
米
殺
を
以
て
基
本
ご
し
て
ぬ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
貨
幣

の
使
用
が
普
及
し
た
る
た
め
、
米
俸
を
以
て
唯
一
の
牧
入
ご
せ
る
旗
本
其
他
の
武
士
階
級
は
、
米
舗
の
騰
落
に
よ

っ
て
生
活
上
に
大
な
る
影
響
を
蒙
っ
た
。
放
に
幕
府
は
米
側
を
通
営
に
維
持
す
る
た
め
し
常
に
調
節
策
に
腐
心
せ

し
も
の
で
め
っ
た
o

こ
の
米
債
調
節
策
は
邸
も
武
士
階
級
の
生
活
窮
乏
を
救
ふ

ω
一
策
な
り
吉
見
る
-
』
苫
が
出
来

る
o

然
し
そ
の
詳
細
は
別
若
に
謀
る
こ
ご
、
し
、
訟
に
は
た
い
其
等
の
人
銭
拍
車
が
必
千
し
も
十
分
な
る
殺
川
市
を
奏

す
る
に
足
ら

g
hし
こ
ど
を
一
言
附
付
加
へ
て
お
〈
。

次
に
節
約

ωム
ザ
も
亦
家
康
以
来
幕
府

ω常
に
採
り
し
蕗
の
政
策
で
あ
っ
て
、
累
代
倹
約
令
の
畿
せ
ら
れ
し
も
の

が
甚

r多
〈
、
武
・
家
法
皮
に
も
之
を
規
定
し

τゐ
る
o
殊
に
覚
、
水
、
寛
政
、
天
保

ω
倹
約
A

ザ
は
布
名
で
あ
る
。
そ

論

第
二
十
四
巻

五

五

第

枕

議

武
士
階
級
の
窮
乏
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論

首長

~­p、

武
士
階
級
の
窮
乏

第
二
十
四
巻

n-~ 

!a 

~­p、

れ
は
必
宇
し
も
武
士
階
級
り
み
に
謝
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
蛍
略
的
経
掛
川
肌
般
の
畿
展
に
廊
十
る
こ

F
e得
F

h
L
武
士
階
級
に
ご
っ
て
は
、
消
叫
拭
り
制
限
は
品
、
的
生
活
難
を
緩
和
す
る
重
大
な
る
方
法
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

向
。
そ
れ
で
幕
府
は
怖
に
武
士
に
劃
し
て
は
武
備
の
修
交
正
倹
約
百
を
令
し
た
も
的
で
ゐ
る
が
・
然

L
そ
の
放
川
市

に
至
つ
て
は
、
武
士

ω武
備
に
於
け
る
ご
同
様
、
大
な
る
疑
問
で
あ
ら
う
。

次
じ
は
野
備
金
的
E4A
訟
で
め
る
o

幕
府
は
天
災
其
他
の
災
厄
又
は
臨
時
の
投
川
を
要
す
る
場
合
に
旗
本
家
人
等

に
拝
借
金
を
許
し
て
居
る
(
註
)
O

そ
れ
は
前
越
の
米
倒
調
節
や
節
約
A
T
Z
は
多
少
性
質
を
異
に
し

τゐ
る
が
、
文

久
元
年
に
、
官
時
物
価
問
高
直
の
た
め
に
務
総
の
も
の
特
に
囚
究
せ
る
を
以

τ、
こ
れ
を
救
ふ
た
め
に
三
百
石
に
謝

二
百
石
二
十
隔
・
百
石
十
五
山
叶
割
合
で
好
的
金
ケ
許
l
返
済
バ
強
J

年
よ

b
十
ヶ
年
賦
ご
し
、

ま
た
一
向
俵
以
下
の
も
の
へ
十
耐
乃
至
五
両

ω被
下
金
在
行
ひ
!
如
き
は
、
武
士
窮
乏
に
劃
1
る
救
勝
策
己

L
て
考

し
二
十
五
一
山
、

へ
る
こ
ご
が
出
来
ゃ
う
。

陸

例
へ
ば
明
臨
大
此
の
際
に
知
行
高
扶
持
両
に
雌
仁
て
若
干
白
金
民
件
情
を
計
し
、
身
分
組
奇
者
へ
は
企
貝
E
附
興

L
、
ま
た
安
政
白
江
戸

震
災
白
場
合
に
高
石
以
下
白
悩
災
者
へ
金
員
四
思
伯
走
」
川
L
御
家
人
木
々
制
き
者
共
へ
は
桁
干
の
金
目
官
民
へ
し
如
き
、
戒
は
ま
た
式
立
拝
借
金
と

て
大
火
山
跡
始
末
轄
の
場
合
に
旗
本
自
邸
を
託
茸
に
改
逃
せ
し
む
る
た
め
拝
借
金
冶
司
せ
L
如
き
、
ま
た
誕
永
穴
年
に
武
備
掛
川
山
山
た
め
に
高
石
以

下
旗
本
家
人
へ
そ
の
石
高
に
臨
じ
ニ
宵
雨
乃
豆
十
五
岡
山
邦
借
金
主
計
せ
L
如
き
、
何
れ
も
そ
の
例
て
あ
る
。

幕
府
の
武
士
出
掛
乏
救
済
策

t
し
ず

L

行
は
れ
た
最
も
極
端
な
る
方
法
は
所
調
薬
禍
で
あ
る
。
幕
士

ω中
に
て
も
知

行
取
ピ

τ釆
邑
を
有
す
る
も
の
は
百
姓
に
迫
っ
て
租
税
の
先
納
を
な
き
し
め
或
は
臨
時
に
用
金
を
命
す
る
こ
古
も

岡本財政艇桝史科部ニ谷 70 ]'.( 
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行
は
れ
た
で
ゐ
ら
う
が
、
切
米
取
の
者
は
大
抵
戒
宿
札
差
等
の
商
人
の
た
め
に
を
の
俸
鵡
の
大
部
分
を
抑
へ
ら
れ

て
ゐ
る
始
末
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
等
武
士
の
凶
舗
を
救
ふ
た
め
に
は
札
差
輩
を
仰
師
幽
す
る
の
外
は
な
い
。
札
差
に

謝
し
て
は
幕
府
は
展
貸
金
利
子
の
制
限
改
正
を
命
じ
て
ゐ
る
が
、
寛
政
元
年
の
奨
摘
令
は
旗
本
御
家
人
謝
礼
差
問

の
積
弊
を
一
掃
せ
ん
ご
し
た
も
の
で
あ
る
。
郎
も
旗
本
御
家
人
等
が
札
差
に
謝
し
て
有
す
る
天
明
四
年
以
前
の
借

財
は
悉
〈
帳
消
ご
し
、
天
明
五
年
以
後
の
借
金
は
、
一
苅
金

ω多
少
に
拘
ら
千
五
十
闘
に
付
一
ヶ
月
一
分
の
利
子
を

加
へ
、
高
百
俵
に
つ
き
元
金
三
両
宛
の
年
賦
返
隣
法
に
よ
る
こ
正
子
L
K
。
札
差
は
こ
の
棄
損
に
よ
っ
て
純
計
金

百
十
入
高
七
千
人
百
雨
伶

ω古
貸
付
金
を
一
時
に
失
ふ
に
歪
り
非
常
な
る
損
失
を
蒙
っ
た
。
彼
等
は
爾
後
一
切
の

貸
出
を
厳
重
に
し
殆
ん
H

と
貸
出
停
止
の
放
を
呈
し
た
る
た
め
旗
本
も
非
常
な
る
苦
境
に
陥
h
、
遂
に
旗
本
等
は
締

才
に
富
み
気
力
ゐ
る
浪
人
戒
は
町
人
を
使
用
し
て
札
差

t
交
沙
せ

L
め
、
札
差
が
貸
金
に
臆
守
ぎ
る
場
合
に
は
暴

カ
に
訴
ふ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
減
宿
師
古
都
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
札
差
も
所
鵡
封
談
方
な
る
緋
才
ゐ

h
脆
力

あ
る
者
を
使
用
し
て
之
に
脚
宇
る
に
至
っ
た
。
か
〈
て
こ
の
棄
損
は
寂
街
師
の
弊
を
生
じ
た
る

ωみ
な
ら
宇
、
何

期
昇
に
不
安
の
念
を
同
時
へ
た
こ
ど
は
、
幕
府
が
其
純
一
階
凶
作

等
に
嘗
h
J
薬
禍
等
の
一
』
ご
な
き
を
論
示
し
た
る
に
徴
す
る
も
明
か
で
ゐ
る
。
然
る
に
共
後
五
十
伶
年
を
経
て
水
野

時
ま
た
棄
損
A

ザ
が
後
せ
ら
る
、
や
も
知
れ
中
ご
し
、

忠
邦
が
天
保
の
改
革
を
行
ム
ゃ
、
幕
府
U
旗
本
数
代
の
大
借
を
救
済
せ
ん
が
た
め
、
猿
賄
町
ム
W
所
仁
若
干
の
R

公
金

を
下
附
L
M
』
れ
を
旗
本
に
貸
付
り
、

一
ヶ
年
七
分
の
利
足
を
二
十
五
ゲ
年
間
上
納
せ
ば
元
金
を
棄
摘
す
る
よ
己
、

論

論

七

第
一
一
十
四
血
管

武
士
暗
殺
山
窮
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論

載

武
士
階
級
自
窮
乏

第
二
十
四
巻

A 

第

掛

p、

t
、
以

τ札
差
に
謝
す
る
借
金
を
返
糠
せ
し
め
人
ピ

L
た
が
、
十
分
に
寅
行
せ
ら
れ
す
、
其
翌
十
周
年
十
二
月
幕

府
は
札
差
に
岨
到
し
旗
本
御
家
人
へ
の
貸
付
金
は
新
古
を
問
は
や
無
利
足
年
賦
抑
正
し
、
常
借
百
雨
以
上
は
一
ク
年

金
五
雨
づ
、
、
百
雨
以
下
は
一
冗
金
高
の
五
分
宛
を
毎
年
返
済
す
ぺ

L
Z命
じ
た
町
此
時
札
差
の
門
戸
を
閉
づ
る
者

約
宇
款
に
及
ん

r正
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
如
何
に
武
士
階
級
の
窮
乏
を
救
済
せ
ん
柏
崎
め
正
は
い
ひ
な
が

ι、
強
会

分
思

υ切
っ
た
手
段
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
E
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

右
の
莱
損
は
寧
に
幕
府

ωみ
に
限
ら
宇
藩
に
於
て
も
行
は
れ
た
所
で
あ
る
が
刊
夏
に
諸
侯
の
中
に
は
諸
士
救
済

の
目
的
仁
て
彼
等
を

Lτ
或
る
積

ω工
業
を
行
は
し
め
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
家
中
工
業
で
あ
る
。
そ
の
工
業

の
純
類
仁
は
純
々
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
家
中
一
般
に
行
は
れ
て
相
嘗
な
る
成
績
を
悲
げ
た
も
の
は
主
ご
し
て
製

糸
紡
織
事
業
で
あ
っ
た
。
殊
に
甲
州
の
部
内
織
、
勿
州
の
米
滋
織
、
博
多
の
縫
箔
隠
起
等
は
有
名
な
事
例
で
あ

b
、
ま
た
熊
本
侯
が
絹
械
を
諸
士
の
妻
女
に
奨
励
し
て
大
に
盛
大
な
ら
し
め
、
白
河
侯
が
絹
縮
緬
を
織
ら
し
め
た

こ
ど
も
著
明
な
る
事
寅
で
ゐ
る
。
こ
の
現
象
は
前
越
の
武
家
の
内
戦
ご
共
に
不
生
産
階
絞
た
る
武
士
が
経
憐
放
熊

の
艶
化
に
順
廊
[
、
工
業
生
産
に
よ
っ

τそ
の
生
活
を
支
へ
ん

Z
L
た
る
も
の
で
あ
っ

τ、
従
来
の
経
済
組
織
で

は
武
士
は
生
活
し
得
F
る
仁
至

b
L
-
」
ピ
を
一
示
す
も
の
で
ゐ
ら
う
。

幕
府
議
藩
が
武
士
の
山
知
之
を
救
は
ん
Z
し
て
採
り

L
方
策
は
以
上
の
外
稽
々
な
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
o

か

の
蔵
米
取
の
侍
に
品
到
す
る
張
紙
低
段
の
如
き
も
、
米
償
調
節
策
ご
同
様
、
武
士
の
生
活
を
幾
分
緩
和
せ
ん
ご
す
る

徳川禁令考第四峡が5~468 頁
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趣
意
を
合
ん
で
居
た
如
〈
で
あ
る
。
其
他
積
々
な
る
事
例
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
重
要
な
る
も
の
は
上
に
列
暴
せ

L
四
五
の
方
法
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
の
何
れ
も
未
ピ
十
分
な
る
殺
巣
を
奏
す
る
施
は

T
、
こ
れ
が
た
め
に
武
士
の

生
活
は
決
L
て
容
易
正
な
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
武
士
生
活
の
根
践
が
嘗
時
併
に
動
揺
し
っ
、
あ

っ
た
か
ら
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
所
諦
武
士
生
活
の
根
強
正
は
如
何
。
乞
ふ
次
項
に
之
れ
を
遁
ぺ
ん
。

五.

武
士
生
活
の
根
披

武
士
生
活
の
根
城

μ
、

一
言
に

L
て
い
へ
ば
精
紳
的
に
も
物
質
的
に
も
主
従
の
関
係
の
存
す
る
貼
に
在
る
。
精

紳
的
じ
は
上
下
相
信
頼
し
て
主
従
の
結
合
が
永
続
的
に
結
ば
れ
て
ゐ
る
こ
Z
を
指
し
、
物
質
的
に
は
主
よ
り
従
に

奥
へ
ら
る
、
封
職
知
行
が
彼
等
の
会
生
活
を
保
障
す
る
に
足
る
ぺ
き
・
』
E
eぜ
い
ふ
o

先
づ
精
紳
的
関
係
に
つ
い
て
見
る
に
、
徳
川
時
代
に
於
て
は
そ
の
初
期
を
除
〈
の
外
、
大
抵
は
主
従
閥
係
は
資

は
そ
れ
よ
h
も
歎
代
以
前
の
先
組
の
時
代
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
関
係
が
相
山
田
へ
ら
れ
て
ゐ
る
じ

L

て
も
、
後
に
至
つ
て
は
上
下
の
親
し
み
は
甚
だ
務
〈
、

い
は
u
y

歴
史
的
閥
係
を
存
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
宇
和

な
る
時
代
に
軍
隊
的
階
級
的
秩
序
を
維
持
せ
ん
ご
し
、
ぞ
れ
が
た
め
に
上
下
の
匝
別
を
般
に
し
形
式
を
重
ん

ιた

か
ら
、
主
従
閥
係
の
形
式
は
大
に
整
ム
に
至
っ
た
o

例
へ
ば
同
じ
武
士
ご
し
て
の
階
級
の
中
に
も
碍
々
な
る
階
絞

が
あ
h
、
門
の
出
入
、
挨
拶
の
仕
方
、
↓
公
文
書
に
周
ふ
る
機
や
殿
の
字
の
書
捜
に
ま
で
、
身
分
に
よ
っ
て
隠
別
せ

拍
車
二
十
回
答

-
7L 

第

瞬

ゴL

議

武
士
附
組
曲
窮
乏
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論一
v 

議

O 

武
士
階
級
の
窮
乏

第
二
十
回
毎

jj¥ 

蹴

O 

ら
晶
、
有
線
で
ゐ
っ
た
。
然
し
信
質
主
従
関
係
た
る
精
一
脚
的
結
合
カ
に
至
つ

τは、
こ
の
形
式
の
盤
へ
る
に
反
比

例
し
て
衣
第
に
薄
弱
正
な
っ
た
。
制
肌
先
た
る
主
君
は
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
て
も
後
仁
は
凡
痛
の
人
物
も
あ
ら
は

れ
、
臣
下
の
方
も
他
姓
養
子
な
ど
で
先
班
の
血
豚
を
失
ひ
、
身
命
を
賭
し
て
こ
れ
に
仕
ふ
る
ご
い
よ
が
如
き
精
榊

は
、
果
し
て
い
つ
ま
で
も
、

そ
の
昔
の
ま
、
に
編
い
て
ゐ
た
で
ゐ
ら
う
か
。
殊
に
武
士
が
江
戸
に
佐
し
城
下
町
に

生
活
す
る
に
歪
つ

τは
、
家
子
郎
潟
を
捨
て
、
所
調
波
h
挙
公
人
な
る
も
の
を
用
ひ
し
た
め
、
諦
代
の
主
従
が
見

ら
れ
な
〈
な
b
、
ニ
の
糊
跡
的
主
総
劇
係
は
全
〈
忠
一
虚
の
も
の
ぜ
な
う
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ
る
。

渡
ヨ
り
奉
公
人
は
却
も
年
期
本
会
人
で
あ
っ

τ、
主
人
は
年
季
を
定
め
一
定
の
給
金
を
出
し
て
人
を
飾
っ
て
従
者

正
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
従
闘
係
は
邸
も
契
約
関
係
ド
よ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
家
子
郎
議

ω如
〈
譜
代
相

恩
の
戚
備
が
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
名
は
主
従
古
都
す
る
も
、
其
貨
に
於
て
は
路
傍
の
人
正
英
る
所
は
な
い
。
享

保
年
聞
の
著
た
る
彼
仙
慌
の
「
政
談
」
に
は
近
年
出
替
hJ
奉
会
人
盛
に
な
っ
て
武
家
に
譜
代
の
も
の
は
繕
え

τな
〈
、

田
舎
の
百
姓
家
仁
も
此
頃
は
譜
代
者
が
甚

π少
(
な
b
し
二
百
を
静
岡
い
て
ゐ
る
か
ら
、
阪
に
徳
川
の
中
期
に
は
波

奉
会
人
が
甚
に
多
き
に
至
っ
た
こ
芯
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
〈
譜
代
の
少
〈
な
b
行
き

L
原
因
ご
し
て
は
、
「
政

談
」
に
は

『
譜
代
は
而
倒
な
る
も
由
也
。
家
内
に
で
止
れ
出
る
者
な
れ
ば
、
幼
少
よ
り
介
抱
の
入
ζ

と
な
り
。
成
人
し
て
も
ま
食
に
付
、
訴
事
に
刊
押
へ
佐
へ

を
し
て
使
ふ
敵
世
話
に
信
書
お
は
な
ら
ぬ
者
也
。
さ
て
武
家
に
嵐
し
た
る
者
に
て
外
ヘ
行
{
べ
き
所

t
け
れ
ぽ
見
放
す
と
と
成
酢

L
。
主
人
に
廿
ゆ
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る
者
也
o
惑
し
き
人
が
ら
に
て
も
括
方
鍋
け
れ
ば
切
り
来
る
よ
り
外
の
仕
方
無
し
。
背
申
武
家
皆
々
知
行
腕
に
居
住
せ
し
時
は
衣
食
住
共
に
心
安

t

回
告
白
ζ

と
な
れ
ば
揺
き
物
に
て
も
其
値
に
し
て
許
し
世
ζ

止
易
し
。
執
る
に
武
家
皆
仰
城
下
に
居
住
す
る
己
と
に
な
り
て
は
諸
方
自
入
込
な
る

故
、
干
々
に
附
出
入
世
間
車
る
ζ

と
E
蹄
ふ
心
第
一
也
。
山
替
高
は
一
年
出
り
な
れ
ば
器
き
者
に
て
も
一
年
は
と
ら
へ
易

L
O
悪
き
こ
是
あ
れ
ば
詩

人
正
践
し
埠
し
て
手
ι
則
自
世
話
に
成
さ
ず
、
高
知
諸

wzaが
自
分
に
て
す
れ
ば
世
話
な
し
。
年
々
人
生
置
か
へ
れ
ば
新
き
人
を
珍
(
仕
ふ
故
紙
改

-
如
出
な
る
子
制
に
依
て
人
々
皆
山
替
者
世
好
て
、
元
よ
り
有
車
る
譜

n，
て
よ
し
。
世
川
正
摺
た
る
者
な
れ
ば
仙
刷
出
快
等
言
附
て
も
利
口
に

v

代
を
ば
後
生
自
稿
、
蔀
悲
由
同
な

r
M托
し
て
皆
耐
を
出
し
て
今
は
武
家
に
絶
て
無

L
o
年
久
き
用
た
し
な
ど
は
譜
代
者
白
や
ふ
な
れ

rも
諦
献
に

亡
慌
た
る
故
晶
譜
代
唱
に
は
訓
る
也
』
云
々

こ
れ
は
兵
農
の
一
悩
別
を
見
た
る
以
上
は
、

譜
代

ω中
部
森
正
雄
も
地
同
の
如
註
農
耕
を
業
記
す
る
生

t
設
h
l

て
居
る
。

産
的
の
も
の
で
は
な
〈
、
主
人
の
俸
誹
酬
を
食
む
不
生
産
的

ωも
の
己
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
宮
時
生
活
困

雄
な
り
し
武
士
は
到
底
此
等
の
譜
代

ω家
一
院
を
養
ふ
能
は
ざ
る
に
至
h
し'』
E
、
並
に
江
戸
其
他
城
下
等
に

τ会

務
若
〈
は
所
用
を
枇
附
す
る
に
は
、

田
舎
に
生
長
し
た
る
中
部
凶
よ
h
は
江
戸
芸
他
の
城
下
に
生
長
し
て
世
故
仁
慣

れ
-
城
門
の
出
入
其
他
↓
公
務
上
の
憤
蛸
H
h
z

も
多
少
桝
へ
居
る
波
本
会
人
の
方
が
似
刺
で
ゐ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

然
し
-
-
の
波
卒
後
人
を
多
〈
使
用
す
る
の
結
果
は
圭
従
関
係
の
破
滅
ご
な
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
「
政
談
」
に
こ

の
こ

Z
を
説
い
て

『
共
上
只
今
の
太
平
副
叫
仰
の
よ
に
て
も
山
代
り
者
計
を
召
仕
ふ
位
、
自
然
と
家
時
の
愛
憐
蝕
〈
、

一
年
限
な
る
故
、
共
心
互
に
路
人
を
見
る
が

加
し
。
何
に
℃
も
六
箇
政
乙
と
な
れ
ば
前
人
を
呼
寄
附
酬
を
遺
せ
ば
杭
身
に
掛
る
こ
と
な
し
と
了
簡
す
o
車
公
人
も
江
戸
中
は
皆
主
人
也
止
了
簡
す
れ

ば
削
此
由
、
心
根
自
ら
凪
俗
と
な
る
故
、
自
鈴
と
下
よ
り
上
へ
嘗
て
其
主
人
主
人
も
よ
へ
忠
圭
謹
ナ
ζ

と
主
第
に
無
な
る
は
皆
習
は
し
の
移
る
所
也
。
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論

畿

武
士
階
般
の
窮
乏

第
二
十
四
谷

一

t再

枕

へ
中
時
)
兎
謀
略
家
知
行
腕
に
居
住
し
た
る
時
召
仕
た
る
譜
代
者
位
百
姓
に
近
き
者
也
。
無
骨
な
れ
ど
も
民
賞
多
L
。
+
御
拭
下
に
て
討
仕
ム
尚
代
者

は
方
々
拡
り
捗
行
一
ワ
家
に
足
を
留
る
心
無
け
れ
ば
何
事
も
世
俗
に
云
揖
放
し
と
ほ
事
に
な
り
、
(
中
時
)
し
か
れ
ぽ
譜
代
者
組
て
皆
山
代
り
事
計
リ

に
成
た
る
同
武
道
白
山
属
鹿
に
て
武
家
自
信
に
は
至
極
白
忠
告
と
と
也
と
知
る
べ

L
T。

'
勿
論
大
領
地
を
布
す
る
諸
侯
な
ど
に
は
、
渡
奉
公
人
を
周
う
る
如
き
こ
己
は
あ
ま

h
行
は
れ
な
か
っ
た
ど
し
て

色
、
小
務
、
旗
本
共
他
小
旅
山
武
壬
に
は
こ
れ
を
周
ゐ
し
者
が
決

L
て
少
〈
は
な
か
っ
た
o

か
〈
の
如
〈
に
し

τ

来
し
て
よ
f
精
耐
門
的
な
る
ま
従

ω
結
合
を
維
持

L
待
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

次
に
物
質
的
主
従
閥
係
に
つ
い
て
之
を
鬼
る
に
、
前
越
の
如
(
兵
農
分
隊
す
る
に
至
っ
て
武
士
は
岡
闘
を
去
っ

て
都
市
城
下
に
集
り
主
お
よ
hJ
俸
織
を
受
付
て
生
活
す
る
も
的
正
な
っ
た
。
も
ピ
よ
b
太
平
無
事
の
世
に
ゐ
っ
て

は
彼
等
は
無
職
の
遊
民
た
る
翻
を
呈
し
、

印
刷
先
の
槍
先
の
功
名
に
よ
勺
て
食
織
を
世
々
受
〈
る
を
得
た
る
に
過
ぎ

的
制
も
の
で
は
ゐ
る
が
、
然

L
武
士
の
俸
職
知
行
は
従
た
る
者
の
一
身
一
族
の
全
生
活
を
保
障
す
べ
き
も
の
で
あ

台
、
こ
れ
あ
る
が
潟
め
に
従
た
る
者
は
主
君

ω縛
め
に
何
等
後
腐
の
憂
な
(
、
を
の
生
命
を
尚
毛
の
抑
制
き
に
比

L

て
忠
義
を
識
す
に
専
念
し
得
た
も
の
で
ゐ
る
o

彼
等
は
も
ご
よ
b
こ
の
俸
級
以
外
に
は
一
粒
一
文
の
般
入
の
途
な

き
も
の
で
ゐ
る
が
、
自
己
の
受
〈
る
蔵
米
の
み
に
て
は
衣
食
す
る
飽
は
守
、
而
色
体
級
以
外
に
何
等

ω股
入
の
途

な
し
ご
せ
ば
、

如
何
に
「
喰
は
ね
Y
」
武
士
は
高
揚
枝
」
正
は
い
ふ
も
の
の
、

師
事
覚
そ
れ
は
熔
我
慢
で
あ
っ
て
、

生
活

を
維
持
す
る
に
足
ら

F
る
俸
臓
を
受
〈
る
こ
ピ
は
決
し
て
紙
上
の
辛
繭
ど
は
い
ひ
得
な
い
で
ゐ
ら
う
。

況
や
議
侯
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窮
乏
の
結
果
、
彼
等
の
知
行
扶
持
を
削
減
し
て
宇
知
宛
行
な
ど
行
は
れ
た
る
に
於

τお
や
。
「
昇
平
夜
話
」
に
ニ
の

こ
E
を
論
じ
て
日
〈

『
諸
家
中
諸
士
の
施
行
問
院
協
と
な
り
し
は
諸
土
衰
徴
し
て
武
威

ω
京
た
る
基
な
り
。
属
品
肺
&
な
り
た
る
枇
に
後
年
牛
如
宛
行
と
一
同
事
も
起
れ
り
。

中
知
宛
訂
と
一
百
事
甚
だ
削
れ
な
き
事
也
。
(
中
時
)
掠
な
告
者
自
知
行
を
減
ず
ベ
量
制
れ
な

L
。
凡
訪
士
よ
り
物
を
取
立
る
劫
古
に
世
間
白
事
な
り
。

E
た
る
者
は
君
ヘ
一
命
を
さ
へ
辛
り
置
事
な
れ
ば
、
誌
に
仰
て
は
知
行
残
ら
ず
も
車
中
る
ベ
け
れ
北
、
明
よ
り
約
束
を
央
F
、
専
ら
向
車
に

M7、
仁

恕
な
け
れ
ば
恨
な
き
事
を
甜
ず
、
恨
同
首
〈
。
大
仰
に
臨
て
北
走
る
ま
じ
き
と
は
頼
れ
ざ
る
事
な
り
』
と
。

き
れ
ば
武
士
生
活
に
於
け
る
物
質
的
主
従
閥
係
は
、
従
前

ω武
士
郎
も
地
主
山
崎
夫
た
り
し
場
合
の
如
〈
、
純
岡
県

な
る
協
は

F
h
し
は
砕
同
然
で
あ
ら
う
じ

か
、
る
紋
川
の
下
に
狛
武
士
は
主
家

ωた
め
に
生
命
を
来
つ
べ
き
も
の
ご

さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
「
武
士
は
ど
つ
ら
い
も
の
は
な
い
」
ご
い
ふ
歎
勝
が
起
ら
古
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

歎
幽
埠
は
印
も
武
士
り
物
質
的
主
従
闘
係
が
、
形
式
は
己
も
あ
れ
、
質
質
に
於
て
不
十
分
な
h
L
こ
ご
を
語
る
も
の

で
あ
っ
て
、
武
士
生
活
に
劃
す
る
物
質
的
根
械
は
甚
に
時
四
弱
な
る
も
の
芭
な
っ
て
居
た
の
で
ゐ
る
o

山
是
削
削
此
徳
川
中
世
以
後
に
於
て
は
、
武
士
生
活
の
よ
っ
て
ま
つ
べ
き
精
紳
的
物
質
的
の
技
協
は
、
何
れ
も
大

な
る
勤
絡
を
戚
じ
っ
、
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
武
士
が
窮
乏
に
苦
し
み
、
武
士
階
級
の
存
立
が
破
綻
に
瀕
せ
し

ニ
ご
は
寧
ゐ
蛍
然
り
成
行
で
ゐ
ら
-
フ
。

諭

第
二
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